
　
　
　
第
三
巻
　
　
雑
　
纂
　
　
慶
長
年
間
の
京
都
耶
蘇
信
徒
の
菓
．
碑

　
私
は
以
上
述
べ
來
つ
把
所
に
よ
っ
て
天
下
の
王
城
ご
し

て
の
震
府
の
面
目
を
ほ
ん
の
大
艘
の
上
か
ら
紹
介
し
把
。

以
上
を
い
は
ば
総
説
こ
す
れ
ば
こ
れ
か
ら
細
目
に
入
る
べ

き
で
あ
る
、
因
て
こ
の
次
に
は
古
來
出
府
…
の
呼
び
傳
へ
ら

れ
π
る
種
々
の
名
羅
を
吟
味
し
て
こ
の
都
が
如
何
に
ま
π

世
界
的
で
あ
る
か
を
説
い
て
み
よ
う
。
（
＋
一
コ
口
八
口
）

　
　
　
慶
長
年
間
の
京
都
耶
蘇
…

　
　
　
信
徒
の
墓
碑

　
　
　
　
　
丈
學
博
士
新
「
村
　
出

　
大
正
六
年
下
野
望
申
、
京
都
市
西
邉
の
寺
．
院
に
予
て
慶

長
年
間
の
耶
敷
徒
の
墓
碑
が
前
後
二
回
、
合
せ
て
四
脚
畿

見
せ
ち
れ
鷺
る
は
、
奇
異
な
る
現
象
に
し
て
所
謂
南
璽
寺

院
の
罫
引
を
推
定
す
る
に
つ
い
て
、
有
力
な
る
資
料
を
供

す
る
も
の
謂
ふ
べ
き
な
り
○
初
回
の
登
見
は
八
月
末
の
事

に
近
し
、
其
地
黙
は
上
京
廣
御
前
道
下
立
貰
下
る
東
側
に

　
　
　
　
　
　
第
一
號
　
　
一
〇
八
　
（
一
〇
八
）

位
す
る
さ
・
や
か
な
る
出
土
宗
の
尼
寺
延
命
寺
内
な
り
こ

す
。
そ
の
螢
見
の
由
楽
に
就
き
て
は
文
科
大
學
助
手
島
田
、

皇
罠
が
考
古
學
雑
誌
竣
縣
に
報
告
せ
る
所
委
曲
を
悉

せ
り
、
今
更
め
て
贅
せ
す
。
唯
同
寺
の
門
前
に
住
し
檀
家

総
代
の
勢
を
執
ら
る
・
入
江
波
光
氏
の
注
意
力
に
よ
噂
て

該
墓
石
三
三
が
、
門
内
の
一
隅
に
見
田
さ
れ
し
以
前
、
夙

く
裏
の
竹
籔
よ
り
移
さ
れ
て
一
時
（
同
寺
改
修
前
）
庭
前
の

手
水
鉢
の
邊
に
置
か
れ
た
る
こ
ご
あ
り
、
碑
面
に
羅
假
名

文
字
の
見
ゆ
る
が
爲
め
、
和
歌
の
墓
誌
こ
て
誤
り
樗
せ
ら

れ
し
こ
ご
も
あ
り
け
る
由
、
現
往
三
村
便
記
法
尼
よ
り
聞

及
べ
る
を
附
加
へ
お
く
べ
し
〇

　
三
富
の
墓
碑
の
形
猴
及
び
大
小
の
測
定
は
亦
島
田
氏
の

圖
説
に
詳
か
な
れ
ば
弦
に
若
げ
す
、
直
に
墓
銘
の
説
明
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
げ
　
み
　
　
ゆ
　
　
お
　
　
る
　
　
　
ゆ
　
ま

試
み
ん
か
。
第
一
基
の
面
に
は
中
央
に
李
賀
太
郎
左
衛
門

ゆ
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
　
　
タ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　
　
お
　
　
み
　
　
ま
　
　
ぽ
　
　
　
　
　
ゆ
　
　
　

ま
み
い
慨
す
の
文
字
あ
ヶ
、
右
方
に
慶
長
十
三
年
三
月
十

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
　
　
ゆ
　
　
も
　
　
き
　
　
ゆ
　
　
ぼ
　
　
な
　
　
ゆ

ロ
左
方
に
さ
ん
お
の
り
よ
の
日
ご
見
ゆ
○
「
ま
こ
い
噂
す
」

の
墨
字
を
斯
く
判
讃
し
セ
る
外
、
刻
交
極
め
て
鮮
明
な
り
o



イ
ネ
ス
一
〇
乞
国
Q
。
は
婦
人
の
芸
名
に
て
慶
長
十
八
年
の

洩
る
講
中
の
姓
名
の
う
ち
に
も
、
同
機
の
字
形
に
て
見
は

れ
虎
り
。
サ
ン
。
オ
ノ
ソ
ヨ
は
聖
ホ
ノ
ジ
ク
ス
　
ω
・
寓
Q
昌

。
ユ
器
な
れ
ご
伺
名
の
塁
者
多
く
↓
て
甚
だ
紛
れ
易
か
h
ゐ

而
も
三
月
十
日
（
太
陽
暦
四
月
二
十
四
日
）
に
残
せ
し
其
人

は
容
易
に
求
め
得
ざ
り
し
が
、
，
遽
に
京
都
天
主
敷
會
の
オ

第
三
巻
　
　
雑
　
纂
　
　
慶
長
年
間
の
京
都
耶
蘇
信
徒
の
墓
碑

　
　
　
　
　
曳
ア
ン
師
の
好
意
に
よ
り
、
師
が
、
友
僚
某
師
に
尋
ね
ら

「
江
戸
勢
　
れ
し
結
果
、
右
は
耕
鋤
領
チ
ロ
川
洲
ブ
リ
ク
セ
ン
ヒ
d
増
7
9

　
　
　
　
　
　
エ
ヴ
ェ
　
ク

数
多
講
定
　
の
僧
正
な
り
ε
云
へ
る
乙
を
聞
き
得
π
り
一
。
即
ち
碑
銘
の

逸
事
」
（
大
　
記
す
る
所
、
蓋
し
ぐ
不
ス
な
る
婦
人
の
命
日
が
慶
長
十
三

日
本
史
料
　
年
三
月
十
日
（
西
暦
工
ハ
○
八
年
四
月
二
十
四
目
）
に
し
て
9

第
十
二
編
　
サ
ン
●
オ
ノ
リ
ョ
の
命
日
に
懸
る
芝
を
意
味
す
る
な
り
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
　
　
の
　
　
む
　
　
の
　
　
　
　
　
の
　
　
む
　
　
ゆ
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
リ

第
十
二
所
・
第
二
基
は
中
央
に
小
川
あ
ふ
き
や
み
し
や
、
右
方
に
慶

　
　
　
　
　
り
　
り
　
む
　
む
　
　
　
　
コ
の
　
さ
　
つ
　
　
ロ
　
　
　
　
　
　
リ
　
　
　
ゆ
　
む
　
　
り
　
め
　
り
　
　
　
　
　

引
ロ
ー
マ
　
長
十
五
年
十
一
月
七
H
左
方
に
さ
ん
ご
め
い
あ
ほ
す
ご
ろ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
が
闇

市
バ
■
チ
カ
　
の
日
ご
明
か
に
讃
み
わ
け
ら
る
。
小
川
通
な
る
扇
屋
の
・
、
、
，

ン
文
書
館
　
シ
ャ
こ
い
へ
る
婦
人
の
墓
な
る
べ
し
。
、
・
、
シ
ヤ
は
前
記
勢

葉
書
）
の
　
数
多
講
中
の
連
名
録
の
う
ち
に
愚
婦
人
名
ご
し
て
出
で
、

末
に
畢
げ
　
又
太
田
方
の
編
録
せ
る
『
契
利
斯
上
記
』
に
畢
げ
た
る
明
暦

　
　
　
　
　
頃
の
記
録
な
る
「
女
の
ペ
ヤ
ト
」
の
女
子
敷
名
簿
に
メ
シ
ア

　
　
　
　
　
ご
見
ぬ
挙
る
ご
同
一
に
し
て
蜜
m
酋
》
な
る
べ
し
。
其

　
　
　
　
　
命
日
は
西
暦
一
六
一
〇
年
十
二
月
二
十
一
口
に
し
て
、
正

　
　
　
　
　
　
セ
ン
ト
　
　
　
　
　
　
　
ァ
ボ
ス
ル

　
　
　
　
　
に
聖
干
・
i
マ
ス
使
徒
の
命
日
に
量
る
。
但
し
ナ
ン
●
ト
メ

　
　
　
　
　
イ
●
ア
ホ
・
入
ト
ロ
ω
〉
宕
「
目
団
○
］
≦
国
》
℃
O
し
Q
円
O
b
O
は
葡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
一
‘
號
　
　
一
〇
九
　
（
一
〇
九
）



　
　
　
第
三
巻
　
　
雑
　
纂
　
　
慶
蔓
年
間
の
京
都
耶
蘇
信
徒
の
墓
碑
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
一
號
　
　
一
一
〇
　
ハ
一
一
〇
）

萄
牙
或
は
画
班
牙
の
穂
呼
に
外
な
ら
す
。
　
　
　
　
　
　
京
都
の
同
好
小
山
源
治
氏
も
居
合
は
さ
れ
し
が
、
林
氏
は

　
第
三
墓
は
碑
面
甚
し
く
磨
滅
し
て
潜
み
得
べ
か
ら
ざ
る
　
新
に
得
ら
れ
π
る
魯
耶
学
徒
遺
品
の
極
め
て
珍
奇
な
る
弓

丈
字
多
け
れ
ご
、
上
部
に
同
じ
く
十
字
章
微
か
に
見
ゆ
る
　
々
を
示
さ
れ
し
後
、
曳
尾
庵
（
加
藤
玄
魑
、
讐
、
丈
政
末

に
よ
り
て
同
種
の
墓
碑
ビ
な
す
べ
く
、
中
央
な
る
人
名
は
　
頃
妓
）
の
随
筆
『
我
衣
』
中
に
、
彼
が
文
化
九
年
五
月
京
都

ヨ
　
も
　
ゆ
　
　
　
ま
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
や
　
ゆ
　
を

あ
，
浦
き
や
の
ロ
ロ
ご
謹
ま
れ
、
右
方
は
慶
長
七
年
、
左
方
　
に
旋
せ
し
時
、
耶
激
徒
の
墓
碑
を
登
見
せ
る
こ
ご
を
記
し

　
ビ
　
　
の

は
九
月
置
百
な
る
が
如
し
。
昏
晦
は
未
だ
判
ち
難
く
、
命
　
た
る
一
節
を
指
摘
し
て
、
そ
の
探
求
を
希
望
せ
ら
れ
し
こ

日
に
君
臨
す
る
聖
蔚
叉
は
使
徒
の
妓
日
を
古
せ
す
、
三
曹
　
ご
あ
り
。
右
書
に
混
く
．
　
「
北
野
よ
り
妙
心
寺
前
を
過
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
　
　
　
こ

中
最
も
軍
純
な
る
形
式
な
り
こ
す
Q
　
　
　
　
　
　
　
　
．
大
將
軍
こ
い
へ
る
所
に
、
願
…
成
寺
ご
ふ
寺
院
あ
り
、
永
回

廊
王
三
基
の
墓
誌
は
い
つ
れ
も
名
も
な
き
士
民
の
も
の
年
中
信
長
公
づ
グ
．
ン
を
信
じ
て
鎖
陰
蟷
噛
灘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
温
む
、
其
墓
碑
な
る
も
の
一
塞
、
此
寺
の
庭
に
手
水
鉢

な
れ
ご
、
從
來
知
ら
れ
ざ
り
し
掻
敷
徒
の
墓
碑
な
る
も
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
ぐ
　
　
　
　
む
　
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

の
一
種
の
形
式
を
示
す
ご
同
時
に
、
螢
見
地
瓢
が
酒
利
支
に
な
り
て
あ
り
、
先
年
其
圖
好
古
録
の
中
に
出
把
り
、
今

丹
寺
院
の
所
在
の
方
位
を
曙
示
す
る
こ
ご
に
由
り
て
頗
る
　
日
南
通
り
な
れ
ば
立
よ
り
て
其
石
を
蝋
墨
に
て
摺
、
石
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
　
　
　
　
お
　
ゆ
　
　
ぽ
　
　
　
　
ミ
　
み

有
盆
な
る
資
料
陀
る
を
失
は
す
。
然
る
に
墓
碑
の
形
式
上
　
肌
あ
ら
く
し
て
大
形
う
つ
ら
す
、
些
叉
一
つ
は
同
所
中
溝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
　
ゆ
　
の
　
　
　
ぼ

一
層
傭
値
大
な
る
も
の
が
、
之
に
次
ぎ
て
賂
、
同
じ
方
面
　
の
岸
に
あ
り
、
雫
土
認
レ
入
て
署
す
事
不
能
」
。
薯
者
は
か

の
一
寺
院
よ
り
登
見
せ
ら
る
＼
に
至
り
し
は
、
更
に
臨
界
　
く
て
「
吉
利
支
丹
石
墓
」
の
路
圖
を
載
せ
、
異
膿
の
象
形
を

の
爲
に
欣
幸
こ
な
さ
や
る
べ
か
ら
す
。
大
正
六
年
四
月
予
　
書
き
、
軍
に
「
此
よ
ふ
に
見
ゆ
」
ご
註
し
把
る
の
み
に
て
字

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぐ
　
　
ソ
　
む

の
上
京
中
、
東
都
の
考
古
里
林
世
吉
氏
を
訪
ふ
や
、
席
に
　
形
を
判
署
し
得
で
止
み
ぬ
る
が
如
し
Q
同
書
中
黒
成
寺
は



成
願
寺
の
誤
な
る
が
、
一
だ
び
そ
の
断
を
掲
げ
花
り
こ
い
．
西
洋
式
の
墓
石
ご
同
じ
く
高
め
の
蒲
鉾
形
を
成
し
、
高
さ

　
　
　
　
　
　

ふ
好
古
録
ご
は
、
曳
尾
庵
の
自
著
に
や
、
ま
花
他
の
好
事
　
叫
尺
二
寸
程
、
幅
一
尺
絵
長
こ
尺
程
に
過
ぎ
ざ
る
極
め
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぶ
ち

家
の
著
作
に
や
、
知
る
を
得
ざ
る
は
遺
憾
な
り
。
か
く
て
　
小
形
の
も
の
こ
す
。
前
側
面
に
は
縁
あ
り
で
、
そ
の
即
国

命
は
鰭
洛
後
、
五
月
中
塾
間
接
直
接
に
同
寺
に
就
き
て
探
り
　
の
上
部
に
は
十
字
章
（
大
小
二
章
）
下
に
軍
｛
し
。
の
記
號
を

し
こ
ご
あ
り
し
も
、
執
着
の
念
薄
く
未
だ
深
く
探
る
に
及
刻
す
。
こ
れ
耶
蘇
會
の
記
章
に
し
て
、
現
に
妙
心
寺
春
光

ぱ
ざ
り
し
が
、
十
一
月
十
九
U
に
至
り
て
在
洛
中
の
林
氏
　
臥
所
藏
の
國
寳
南
蟹
寺
古
鐘
の
銘
に
も
之
を
認
む
る
こ
ご

は
小
山
氏
ご
共
に
自
ら
成
願
寺
に
赴
か
れ
、
直
に
疑
問
の
　
人
の
知
れ
る
が
如
し
9
右
記
號
は
重
し
。
C
し
。
誤
○
竃
H
Z
d
鴛

墓
碑
の
手
水
鉢
を
登
聴
し
．
且
つ
之
を
拓
し
て
、
予
に
報
Q
。
跨
ピ
〈
〉
目
℃
肉
こ
か
ふ
拉
丁
語
の
覇
業
を
取
り
元
る
も

告
せ
ら
る
》
に
及
べ
り
。
予
わ
が
探
求
の
至
ら
ざ
り
し
を
　
の
に
し
て
、
原
意
は
「
耶
蘇
、
人
類
救
濟
者
」
の
義
な
り
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ピ
　
む
　
ぽ

悔
ゆ
る
ご
共
に
、
爾
氏
の
新
下
見
に
書
し
て
異
常
の
欣
喜
記
章
の
下
に
は
（
召
し
香
）
（
る
し
や
）
ご
刻
す
、
上
記
の

を
戚
じ
、
越
ね
て
三
日
、
二
丁
及
梅
原
末
治
氏
ご
同
卜
し
　
勢
数
多
罷
申
及
女
子
ベ
タ
ト
姓
名
録
の
中
に
も
見
ゆ
る
婦

て
成
願
寺
に
趣
き
、
初
め
て
そ
の
所
在
、
形
状
及
文
字
を
人
の
激
名
に
し
て
眉
¢
9
》
ご
綴
る
。
右
三
字
の
上
方
左

確
督
す
る
を
得
た
る
な
う
。
こ
の
墓
石
今
前
回
の
三
墓
ご
　
右
に
蹴
れ
て
．
李
假
名
文
字
各
二
三
字
見
ゆ
る
や
う
な
れ
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
ま

丑
ハ
に
丈
科
大
壷
考
吉
學
研
究
室
に
在
れ
ば
、
遽
か
ら
す
そ
こ
、
右
方
最
初
の
＝
一
字
い
し
ご
蔑
み
得
べ
き
外
判
明
せ

の
形
歌
の
圖
取
り
、
大
さ
の
測
定
等
報
告
せ
ら
る
・
機
あ
　
ざ
る
は
惜
む
べ
し
。
署
名
の
左
右
に
は
例
の
如
く
其
人
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
　
　
ゆ
　
　
お
　
　
き
　
　
ま
　
　
　
　
　
　
　
を
　
　
り
　
　
ぽ
　
　
を

る
べ
く
、
そ
の
拓
本
は
本
誌
に
掲
載
せ
ら
る
・
所
に
よ
り
・
命
H
刻
せ
ら
る
慶
長
十
四
年
（
右
）
五
月
三
日
（
左
）
ご
あ
り

て
知
る
べ
し
。
今
姑
く
一
言
せ
ば
、
質
は
花
岡
石
に
し
て
　
　
こ
の
墓
碑
に
は
下
に
浄
写
の
大
さ
の
上
石
の
あ
り
し
な

　
　
　
第
三
懸
　
　
維
　
纂
　
　
慶
長
年
閻
の
京
都
耶
蘇
信
徒
の
墓
碑
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
一
號
　
　
一
一
一
　
（
一
一
一
）



　
　
第
三
懸
　
　
雑
　
纂
　
　
慶
長
年
間
の
京
都
那
蘇
倍
徒
の
墓
碑
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
一
號
　
　
一
一
二
・
（
一
一
ご
）

る
べ
し
ご
は
、
濱
田
敷
授
が
、
北
京
に
於
け
る
明
末
清
興
な
る
も
の
一
葉
あ
り
、
共
に
袋
に
納
め
て
保
存
せ
ら
れ
、

の
耶
蘇
宣
轡
師
の
墓
碑
の
爲
眞
及
び
見
取
圖
を
指
摘
し
て
．
袋
の
表
面
に
は
、
慶
長
十
一
年
成
願
寺
水
墨
伊
斯
把
泥
亜

予
に
注
意
せ
ら
れ
し
所
に
し
て
、
予
も
亦
そ
の
然
る
べ
き

こ
ご
を
信
管
ん
こ
す
る
な
り
。
唯
こ
の
墓
碑
が
…
嬰
％
の
も

の
か
ご
籍
し
き
ば
か
り
に
極
め
て
小
形
な
る
は
、
如
何
な

る
故
か
。
火
葬
に
附
し
て
選
骨
を
の
み
埋
め
し
に
や
ご
思

へ
こ
、
宗
旨
潔
い
か
に
や
つ

　
墓
石
の
傳
家
は
明
か
な
ら
す
叉
現
在
の
位
置
に
判
ざ
れ

し
時
代
も
定
か
な
ら
ざ
れ
、
ε
、
三
四
十
年
半
そ
の
所
在
殆

ご
鍵
ら
ざ
る
こ
ご
、
現
住
職
藤
弁
護
存
師
等
の
言
に
徴
し

て
知
ら
る
。
丈
化
九
年
曳
即
滅
の
眼
に
以
れ
し
以
前
、
い

つ
の
頃
手
水
鉢
に
改
謝
せ
ら
れ
し
か
、
亦
記
録
口
碑
の
擦

る
べ
き
な
し
9
朧
同
寺
に
、
唐
紙
に
打
ち
㍍
る
古
き
拓
本

存
し
、
そ
の
紙
面
右
肩
に
朱
筆
も
て
「
西
京
大
將
軍
縮
願

寺
石
鯉
銘
」
・
し
題
し
，
慶
長
十
一
年
五
月
三
環
、
イ
ス
ハ
等

の
字
、
中
央
下
段
字
不
見
」
ご
記
る
せ
る
も
の
あ
り
鳶
叉

別
に
稽
目
新
し
き
傘
紙
の
拓
本
の
，
文
字
極
め
て
不
鮮
朋

字
彫
銘
ご
標
し
た
り
〇
十
一
年
は
誤
護
な
る
こ
ご
言
ふ
ま

で
も
な
し
Q
丈
字
好
拓
本
に
よ
れ
ば
、
維
新
以
前
相
當
に

古
ぎ
時
代
に
成
り
し
も
の
こ
見
ゆ
。
林
氏
は
文
政
頃
の
手

に
や
、
天
保
は
下
・
ら
ざ
る
べ
し
な
ご
考
へ
ら
れ
し
や
う
な

り
。
姑
く
記
し
て
墾
考
に
供
し
，
且
つ
該
墓
誌
研
究
の
纒

過
を
示
す
の
料
に
備
ふ
。

　
以
上
の
発
く
既
に
朋
か
に
知
ら
れ
し
爾
寺
三
傑
の
墓
碑

が
、
同
じ
く
女
干
な
る
は
、
奇
な
る
が
、
爾
…
刹
共
に
浮
土

愚
な
る
に
つ
き
て
は
、
因
縁
な
き
に
あ
ら
じ
ご
思
は
る
れ

ご
、
今
は
論
ぜ
す
。
叉
成
願
寺
朝
見
の
一
嵩
が
耶
蘇
曾
徒

の
墓
な
る
に
劃
し
て
延
命
並
樹
見
の
一
ご
二
基
が
同
じ
會
衆

の
も
の
な
り
や
、
將
把
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
柔
な
こ
の
も
の
な

り
や
、
未
だ
朋
か
な
ら
す
〇
十
字
章
其
他
の
徴
象
に
糠
り

て
知
ら
る
べ
き
か
否
か
。

成
願
寺
境
内
又
は
附
近
に
は
、
爾
一
基
の
墓
あ
b
し
こ
ご



曳
尾
庵
の
講
め
し
所
な
る
が
、
今
や
そ
の
形
を
あ
騰
り
に
　
の
登
見
よ
り
得
穿
る
暗
示
が
、
從
來
東
西
の
史
乗
地
誌
に

現
は
さ
す
、
他
日
の
探
究
に
待
た
ん
ご
欲
す
Q
絡
に
附
記
　
よ
り
て
議
ら
れ
剃
る
結
果
ご
相
待
ち
て
、
そ
の
が
は
の
孜

し
だ
き
ば
魂
同
年
六
月
、
予
が
長
崎
に
撮
聾
し
て
、
稻
佐
究
を
一
歩
進
め
得
べ
き
こ
ご
は
、
疑
な
し
ご
雌
も
、
そ
れ

の
悟
眞
寺
（
風
土
宗
）
に
藤
阿
蘭
陀
人
の
墓
地
を
探
る
や
、
　
ら
の
黙
に
つ
き
て
は
別
に
論
ぜ
ん
こ
、
こ
を
期
す
。
南
壁
寺

“
隅
に
鞠
砺
、
蒲
鉾
形
の
大
な
る
玉
敷
徒
の
墓
碑
の
存
す
σ
破
壊
等
に
關
し
て
も
、
其
南
瓜
及
ぷ
所
あ
る
べ
し
。

る
を
駿
虚
し
だ
り
。
長
さ
四
尺
に
近
く
、
三
箇
の
石
を
蓮
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
路
六
年
＋
二
月
四
日
）

接
せ
る
も
の
に
し
て
、
表
面
に
は
銘
文
穿
、
一
端
の
側
　
加
藤
清
正
の
聞
達
記
入
に
就
て

鞭
郵
鷲
舗
鶴
は
暖
纏
三
二
　
陸
軍
歩
兵
窪
竹
内
榮

交
．
・
字
彫
り
つ
け
ら
れ
た
り
。
予
は
同
行
せ
る
長
崎
の
探
古
　
　
　
　
　
繕
　
　
　
　
，
言
　
　
　
～
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

家
古
賀
十
二
郎
民
に
之
を
指
摘
し
、
そ
の
研
究
ご
登
掘
ご
「
’
　
豊
臣
秀
吉
の
外
征
は
、
輩
に
其
の
結
果
よ
り
観
れ
ば
、

を
希
望
し
お
き
挙
り
し
が
如
何
に
な
り
け
ん
未
だ
報
道
素
　
失
敗
陀
る
に
相
違
な
き
も
、
興
國
口
本
の
海
外
螢
展
史
を

接
せ
す
ゆ
大
小
の
差
こ
そ
あ
れ
形
式
に
於
て
は
成
願
寺
の
　
を
飾
る
べ
き
、
一
大
肚
畢
控
る
を
失
ば
す
○
秀
吉
外
征
の

分
ご
似
繋
る
中
大
に
し
て
、
彼
此
相
比
較
せ
ば
或
は
得
る
　
目
的
が
価
東
亜
の
大
陸
を
攻
略
し
て
一
大
帝
國
を
建
設
せ

斯
な
き
に
あ
ら
ざ
る
べ
し
。
予
葦
は
切
に
同
地
に
於
け
る
　
ん
こ
す
る
に
あ
リ
セ
る
は
、
疑
を
容
れ
ざ
る
所
に
し
て
、

放
念
の
進
ま
ん
こ
ご
を
禦
み
て
止
ま
ざ
る
な
り
。
　
　
　
　
秀
吉
は
今
B
の
所
謂
亜
細
亜
主
義
の
窮
一
開
拓
者
ご
謂
ふ

　
著
滞
れ
、
京
都
の
所
謂
南
螢
寺
の
位
畳
に
興
る
て
今
回
　
べ
し
、
就
中
秀
吉
の
驕
將
加
藤
清
正
は
、
此
開
拓
者
の
急

　
　
　
第
三
　
、
巻
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
勘
遙
入
に
就
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
｝
號
　
　
一
一
三
　
（
一
一
三
）


